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女共同参画社会とは、「男女が、社会の対等な構成員とし

て、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活

動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経

済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に

責任を担うべき社会」（男女共同参画社会基本法第2条）です。

　教育基本法第２条第３号においても、教育の目標として、「正

義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、

公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展

男

　「生徒用ブックレット」は、「クイズ編」「データ編」「ロールモデル編」で構成しています。「クイズ編」および「データ編」で社会の現
状に目を向け、続く「ロールモデル編」では、そのような現状にあって、自分らしい生き方を選択し、実現している人たちを紹介します。
以下、「ロールモデル編」の構成上のポイントを説明します。

▶「生徒用ブックレット」について

本ブックレットの
ねらい

6 7

『上司の方に聞きました』

さいころからモデルルームや町並みを見て「自分だった

らどんなものをつくるだろう」と思い描くことが好きで、

将来は土木系か建築系に進もうと思っていました。人生を決定

付けたのは高校2年生のとき。できたばかりの関西国際空港を

見にいって、「これくらい大きいものをつくりたい」と思いました。

もともと得意な科目も理数系。高校2年生の文理選択では迷わ

ず理系へ進みました。当時のクラスの男女比は、女子が全体の3

分の1くらい。その後に進んだ大学の土木工学科では、100人以

上の学生の中で女子はわずか5人でした。大学4年生で研究室に

入ると、ついに女子は1人きりに。そんな環境でもとりわけ違和

感を覚えることなく修士課程まで過ごし、「自分で設計したも

のを現場でつくりたい」という思いから、総合建設会社に就職

しました。

が入社したとき、女性の土木技術者が採用されることは

まだまだ特別なケースでしたが、女子寮の整備など、女

性を受け入れようとする会社の姿勢が心強かったです。現場では、

設計から実際の作業の監督まで、自分が主導して構造物をつく

り上げていきます。空港や港湾、トンネルといったスケールの

大きなものを、協力会社の作業員さんたちと一緒に完成させて

いく仕事には、大きなやりがいや達成感があります。大切なのは、

良好な人間関係。作業員さんたちに対しても、普段からよくコ

ミュニケーションをとり、単に指示するのではなく、一緒に解

決するという姿勢を心がけました。お互いのやり方を認め、こ

ちらの熱意が伝わるようになると、現場もうまく回るようにな

りました。今後は、これまで培ってきた経験を生かして広い視

野で設計に携わり、自分が設計したと胸を張って言える土木構

造物を残していきたいと思っています。

られた時間の中で仕事をして、夜は頭を切り替えて育児と、目まぐ

るしい毎日ですが、仕事、結婚、出産、育児……と、高校生のころに

「将来やりたい」と思っていたことをすべて叶えられているので、とても充

実しています。仕事と家庭の両立の方法は人それぞれで、正解は一つでは

ないと思います。私の場合は、残業漬けにならないよう、仕事中はそれまで

以上に集中力を高め、前倒しで進めるようになりました。今も設計修業中で、

子供を寝かしつけた後、仕事に関する勉強をすることもあります。また、育

児では夫の協力が不可欠。仕事でも家庭でもバランス良く自分なりのやり

方を見つけられると良いですね。

　この業界で働くのに、女性だからと不安に思う必要はありません。自分

がやりたいことを見つけて、具体的なビジョンを描いて、ぜひ夢を実現し

てください。

枝さんは、私にとって初めての女性の部下。最初は「こんなことを頼んでも大丈夫かな」と、こちらも迷いながら接し

ているところもありましたが、女性だからといって、特別扱いはしませんでした。育児との両立は大変でしょうが、好

きなことに打ち込んでいる姿は輝いています。人を惹きつける力のある彼女と働くのは楽しいですし、これからも松枝さん

のように、この業界で働く女性が増えていってほしいですね。

建築物に興味を持ち、
建設の世界に目覚める。

仕事と育児の
両立をスタート。土木技術者に。文理選択で理系へ進む。

幼少期 高校2年生 就 職 出 産

松枝さんの人生のターニングポイント！

土木業界で女性が活躍することに対して、どのように感じていますか。

「夢を叶えるために理系へ。男性が多いことに違和感はありませんでした。」

─ 理系の道を進み、土木業界へ就職するまでの経緯を聞
かせてください。

─ 実際に土木業界で働いてみて、感じたことを教えてください。

─ 出産後、育児と仕事を両立させるために工夫していることや、大変だったことがあれば教えてください。

「仕事に子育て。将来やりたいと思っていたことが実現できて、うれしいです。」

土木業界で活躍する女性。
Case-1

土木業界で
自分らしく働く。
高校生のときに抱いた夢を叶え、活躍する松枝さん。
土木業界で働くことに対して、
感じていることを語っていただきました。

高校、大学と理系の道を進み、建設会社の土木領域へ就職。空港の滑走路をつくる設計を担当した後、第１子
を出産。産休・育休から復帰後は、ガスタンク、ドックや桟橋などの臨海構造物の設計を手がける。鉄道の高
架化工事の現場監督も経験。さらに震災で破損した海洋構造物の復旧に携わった後、第２子を出産。２回目
の産休・育休後、シールドトンネルの設計を担当する。

松枝 繭さん
鹿島建設株式会社　土木設計本部

MAYU MATSUEDA

ロールモデル編

「リケジョ」って、どんな女性？
　最近、理系の女性が「リケジョ」と呼
ばれ注目されています。
　理系に進む人の割合は、男性のほう
が多いのが現状。そんな理系分野に女
性が増えていくと、研究や製品開発に
これまでになかった視点が生まれます。
結果、社会を発展させるイノベーショ
ン（技術革新）が起こる可能性が高まる
のです。
　ところで、みなさんは「リケジョ」と
聞いて、どんなイメージを思い浮かべ
ますか？	フラスコに白衣の研究者？	
ひと口に理系といっても、その仕事の

範囲はとても広いのです。大学などの
機関で働く研究者をはじめ、企業に就
職し商品開発に携わる人もいます。ま
た技術者も、ヘルメットに作業服で働
く人だけではありません。地域住民と
話をしながら都市計画を策定する人、
土木技術を向上させるための研究に携
わる人など、「リケジョ」が活躍する世
界は幅広いのです。
　女性が心配なく理系の進路を選択で
きるように、オープンキャンパスで実
験実習や女性研究者との交流機会を実
施している大学もあります。貴重な体

験や情報が得られるので、興味のある
人はぜひ参加してみてください。

▲工事現場では職人からの信頼も厚い

小

私

限

松
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　ロールモデルのそれまでの人生における主要
な出来事、進路選択の岐路に立つ契機になった
出来事を示しています。

人生のターニングポイント

　本ブックレットで取り上げるロールモデルは全部で6
名（女性3名、男性3名）です（コラム含む）。それぞれ、男
性の多い職場で働く女性、女性の多い職場で働く男性、
介護と仕事を両立しながら働く男性、管理職として働く
女性、育児休業を取り、育児と地域活動に取り組む男性、
地域で活躍する女性という観点から取り上げています。
　どの生き方が正解ということではなく、様々なロール

モデルの生き方に触れることを通じて、生徒が自身の進
路選択における選択肢の多様さについて考えるきっかけ
としてください。また、異性のロールモデルについても、
将来の家族や職場の上司・同僚・部下が異性であることを
想像し、異性としての考えや行動を考えるものとして活
用してください。

ロールモデルインタビュー

　ロールモデルと関連するコラムです。ロール
モデルの生き方の背景にある社会状況や関連ト
ピックを取り上げ、解説しています。

コラム
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や“男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を

築くことの重要性”等について考えさせるよう求められています。

　本ブックレットでは、様々な生き方を選択し、実現している

男女６名のロールモデルを取り上げました。生徒たちが視野を

広く持ち、男女ともに多様な選択肢の中から自らの生き方を考

えるきっかけとなるよう、授業等において本資料を活用してく

ださい。

に寄与する態度を養うこと。」とされています。また、同法に基

づき策定された第2期教育振興基本計画（平成25年6月14日閣

議決定）には、現代的・社会的な課題等に対応した学習の推進の

ための主な取組の一つとして、「男女共同参画社会の形成の促進」

についての学習機会の充実が明記されています。

　高等学校学習指導要領（平成21年3月9日告示）では、将来、社

会の一員として活躍する高校生たちが男女共同参画社会を実現

していくために、“男女が共同して社会に参画することの重要性”

　「指導の手引き」は、生徒用ブックレットを授業でどのように活用すればよいかを解説したガイドブックです。ブックレットの内容解説、
補足データ、授業を行う際の参考の一例としての指導例などで構成しています。
　また、参考資料として、授業で使用できるワークシートの例、およびブックレットを用いた模擬授業の実践例も掲載しています。

▶「指導の手引き」について
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ロールモデル編①（土木業界で活躍する女性）解 説

ロールモデル編②（幼児教育の現場で活躍する男性）解 説
は外で働き、妻は家庭を守る。日

本では、まだまだそのような固定

的な性別役割分担の意識が存在します

（※）。また、進路選択をする際、男子生徒

は男性が多数を占める職種、女子生徒は

女性が多数を占める職種を思い描きがち

になり、将来の選択の幅を狭めてしまう

ことが懸念されます。また、このような

固定的な意識は「性別にかかわらず男女

が能力を発揮し、社会や家庭で活躍する」

という、男女共同参画社会の推進にとっ

ても、一つの壁となっています。

　一方、ここで取り上げる久留島さんの

ように、自らが本当に希望する職種を選

択し、活躍する人がたくさんいるのも事

実です。ここでは、久留島さんが幼稚園

というこれまで女性教員が多かった職

場で、男性教員として働くことを決意し

た経緯、また現場での経験や実感を伝え

るものとなっています。これらを通じて、

生徒が「同性の少ない職場で働くことは、

決して難しいことではない」「性別にとら

われることなく、自分が本当にやりたい

と思える仕事に就こう」というイメージ

を持つことを目的としています。

※　内閣府「男女共同参画社会に関する

　　世論調査」「女性の活躍推進に関する

　　世論調査」（右グラフ）

学（学部）の専攻別進学率を見ると、

理系に進む女性の比率は男性より

も低くなっています（※1）。研究者とし

て働く人を見ても、女性の比率は低い割

合にとどまっているのが現状です（※2）。

その要因の一つとして、理系分野は一般

的に男性に向いているという固定的な性

別意識があり、女性が進学先や就職先と

して選択しづらくなっていることなどが

挙げられます。

　ここでは、理系分野の中の、土木業界

で活躍する松枝さんを紹介しています。

男性の多い職場でも女性が生き生きと働

いていることを伝え、理系分野に興味の

ある女子生徒が進路を考えるきっかけに

してほしいというねらいがあります。ま

たその中で、仕事と子育てを両立するた

めの働き方、家庭における時間の使い方

なども具体的に記述しています。就職・

結婚・出産といった高校生が今後直面す

るであろうライフイベントに対して、主

体的に考えることができるような展開が

望まれます。

　なお、右の指導例では、ロールモデル

編②「幼児教育の現場で活躍する男性」

（解説は下記）と合わせて、授業を行う場

合の例を示しています。いずれも固定的

な性別役割分担意識にとらわれず、生き

生きと働いているロールモデルであり、

生徒たちが進路選択をするための教材と

なるはずです。

　なお、女性研究者やその他の理系分野

で活躍する女性については、理系女性

ロールモデル集のホームページを生徒用

ブックレットの裏表紙で紹介しています。

※1　文部科学省「学校基本調査」（平成

25年）

※2　総務省「科学技術研究調査」 （平成

25年度）

◉性別にこだわらない進路選択により、幅広い分野で活躍できることを伝える。
◉育児･家事分担を夫婦が協力することにより、自身の積極的なライフスタイルにつながることをイメージさせる。

ロールモデルから、自由な発想で職業選択をすることが、結果として職場の活性化につな
がること、またそれによって充実した人生につながることを理解させる。

■ 本時のねらい

特別活動（ホームルーム活動） ： 進路選択とその後のライフイベントについて考えさせる

■ 全体構想
【職業選択の際の先入観をなくし、多様な進路選択･働き方を知る】
◉ロールモデル編①・②を読み、両者の職業選択の理由、両者が実際に仕事をして気づいたことをまとめさせる。（1時間）
◎ロールモデル編①・②から、育児・家事を分担することによって見えてきたものを話し合わせる。（1時間）

過 程 学習活動と内容 指導上の配慮事項（○）と評価（☆）

導 入
（３分）

①働く人の写真を見て印象を述べ合う。
②本時のテーマである性別にこだわらない職業選択につ
いて考える。

○一般に女性の職場と思われている職場で働く男性、ま
たその逆の場合の写真を見せ、「違和感」を覚えさせる。

○本時の流れを確認する。
○両者とも性別にとらわれることなく、自分の「夢」を実現
できたことを確認する。

展 開
（37分）

③松枝さん、久留島さんの事例を読み、両者が現在の進
路を選んだ理由をグループに分かれて話し合う。

④実際に仕事をしてみて良かったこと・戸惑ったことや、
性別にこだわらずに働く２人の生き方が周囲に与えた
影響について話し合う。

⑤松枝さんの事例から、仕事・育児の両方をこなすことに
よって見えてきたものを整理する。

⑥⑤までで見えてきたものが、男女共同参画社会の実現
への一助となることを理解する。

○両者の言葉、上司の言葉、出産後の働き方（松枝さんの
事例）に注目させる。

○⑤については、ワークシートを用いてまとめさせる。

まとめ
（10分）

⑦本時の感想文を書く。
⑧発表と、教師による総括を行う。

○多様な意見・感想が出るよう働きかける。
☆性別にとらわれない進路選択とその後のライフイベン
トの経験が、充実した人生と社会の活性化につながる
ことを理解しているかを評価する。

生徒全員に生徒用ブックレットを配布している場合を想定■ 本時の展開

■ 授業の発展
　上記指導例をもとにした模擬授業について、18～19ページで紹介している。ここでは個人ワーク中心で授業が構成されているが、適宜
グループワークを織り交ぜ、生徒同士の話し合いを促し、視野を広げられるよう導くことを目指して、2時間程度使って実施するというこ
とも考えられる。

大

夫

ロールモデル編 ①・② 
について

6ページ ～ 7ページ

8ページ ～ 9ページ

生徒用ブックレット

生徒用ブックレット

指導例
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□夫は外で働き、妻は家庭を守るべきか？

賛成・男性

賛成・女性

反対・男性

反対・女性
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稚園の先生になる」と進路を決めたのは高校生のとき。

子供のことが好きで、教育にかかわる仕事をしたいと思

っていたからです。当時は今以上に幼稚園教員を目指す男性

学を卒業し、いざ幼稚園で働き始めたころは、男性用の

更衣室がないといった環境的な課題はありました。でも、

男性であるという理由で苦労することはありませんでしたね。

ほうが大きな悩みでしたし、教員一人ひとりの教育観や仕事に

対する意識の違いのほうが重要だと考えていました。一方、男

性の幼稚園教員ならではの強みは「目立つ」ということです。子

供たちから注目が集まる存在なので、自分の思いも伝えやすい。

教育者として発信しやすいことはメリットだと思います。ただ、

私としてはプラス面、マイナス面、それぞれあるにしても、男女

「自分が本当になりたい仕事だから、男性が少ないことに気後れしなかった。」

─ 幼稚園の教員を目指そうと思ったきっかけを教えてください。

─ 実際に幼稚園で働いていて困ったことや、良かったと思
うことを教えてください。

─ 男性の幼稚園教員の今後の可能性と、これから進路を考える高
校生へアドバイスをお願いします。

男性教員がいることは、幼稚園にどんな効果をもたらしますか？

幼児教育の現場で活躍する男性。

子供たちの成長を見守る
やりがいのある仕事。
そこに男女の違いはない。
幼稚園で教員として活躍中の久留島さん。
久留島さんのように、自分の好きなことを仕事にするためには
どうすればいいのでしょうか。

千葉大学教育学部幼稚園教員養成課程修了後、千葉県の私立幼稚園・東京都の公立幼稚園の教員として勤務。
三男の誕生を機に、地元千葉県での教員採用試験を受ける。公立校の小学校教員を経て、現職に至る。現在、4
人の男児の父として家庭の時間を大切にしながらも、NPO法人理事など様々な活動に取り組んでいる。

久留島太郎
千葉大学教育学部附属幼稚園教員

Case-2ロールモデル編

澤さんは、大手総合商社で統括責任者までキャリアアッ

プしたとき、父親が重い病気であることがわかりました。

残された時間はできるだけそばにいたいと思い、会社に何度

も相談しましたが、取り合ってもらえませんでした。仕事を

取るか、親孝行を取るか。横澤さんは悩んだ末に会社を辞め、

介護に専念することを決意しました。介護中に子供が誕生し、

現在は仕事と介護、そして育児も両立。再就職した会社では、

同じ立場の人でも働きやすい環境づくりに取り組んでいます。

横澤さんのように介護の負担により離職せざるを得ない人が

いるのも現実。介護をしている人でも不本意な離職をしない

で済むような社会づくりが求められています。

　キャリアと家庭。大切な二つを両立するために何が必要か、

あなたも考えてみてください。

横澤さんの会社での介護支援の取組横

介護と仕事の両立に挑戦。
横澤昌典さん
向洋電機土木株式会社　総務部課長

MASANORI YOKOZAWA

▲

大

幼
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『上司の方に聞きました』

さいころからモデルルームや町並みを見て「自分だった

らどんなものをつくるだろう」と思い描くことが好きで、

将来は土木系か建築系に進もうと思っていました。人生を決定

付けたのは高校2年生のとき。できたばかりの関西国際空港を

見にいって、「これくらい大きいものをつくりたい」と思いました。

もともと得意な科目も理数系。高校2年生の文理選択では迷わ

ず理系へ進みました。当時のクラスの男女比は、女子が全体の3

分の1くらい。その後に進んだ大学の土木工学科では、100人以

上の学生の中で女子はわずか5人でした。大学4年生で研究室に

入ると、ついに女子は1人きりに。そんな環境でもとりわけ違和

感を覚えることなく修士課程まで過ごし、「自分で設計したも

のを現場でつくりたい」という思いから、総合建設会社に就職

しました。

が入社したとき、女性の土木技術者が採用されることは

まだまだ特別なケースでしたが、女子寮の整備など、女

性を受け入れようとする会社の姿勢が心強かったです。現場では、

設計から実際の作業の監督まで、自分が主導して構造物をつく

り上げていきます。空港や港湾、トンネルといったスケールの

大きなものを、協力会社の作業員さんたちと一緒に完成させて

いく仕事には、大きなやりがいや達成感があります。大切なのは、

良好な人間関係。作業員さんたちに対しても、普段からよくコ

ミュニケーションをとり、単に指示するのではなく、一緒に解

決するという姿勢を心がけました。お互いのやり方を認め、こ

ちらの熱意が伝わるようになると、現場もうまく回るようにな

りました。今後は、これまで培ってきた経験を生かして広い視

野で設計に携わり、自分が設計したと胸を張って言える土木構

造物を残していきたいと思っています。

られた時間の中で仕事をして、夜は頭を切り替えて育児と、目まぐ

るしい毎日ですが、仕事、結婚、出産、育児……と、高校生のころに

「将来やりたい」と思っていたことをすべて叶えられているので、とても充

実しています。仕事と家庭の両立の方法は人それぞれで、正解は一つでは

ないと思います。私の場合は、残業漬けにならないよう、仕事中はそれまで

以上に集中力を高め、前倒しで進めるようになりました。今も設計修業中で、

子供を寝かしつけた後、仕事に関する勉強をすることもあります。また、育

児では夫の協力が不可欠。仕事でも家庭でもバランス良く自分なりのやり

方を見つけられると良いですね。

　この業界で働くのに、女性だからと不安に思う必要はありません。自分

がやりたいことを見つけて、具体的なビジョンを描いて、ぜひ夢を実現し

てください。

枝さんは、私にとって初めての女性の部下。最初は「こんなことを頼んでも大丈夫かな」と、こちらも迷いながら接し

ているところもありましたが、女性だからといって、特別扱いはしませんでした。育児との両立は大変でしょうが、好

きなことに打ち込んでいる姿は輝いています。人を惹きつける力のある彼女と働くのは楽しいですし、これからも松枝さん

のように、この業界で働く女性が増えていってほしいですね。

建築物に興味を持ち、
建設の世界に目覚める。

仕事と育児の
両立をスタート。土木技術者に。文理選択で理系へ進む。

幼少期 高校2年生 就 職 出 産

松枝さんの人生のターニングポイント！

土木業界で女性が活躍することに対して、どのように感じていますか。

「夢を叶えるために理系へ。男性が多いことに違和感はありませんでした。」

─ 理系の道を進み、土木業界へ就職するまでの経緯を聞
かせてください。

─ 実際に土木業界で働いてみて、感じたことを教えてください。

─ 出産後、育児と仕事を両立させるために工夫していることや、大変だったことがあれば教えてください。

「仕事に子育て。将来やりたいと思っていたことが実現できて、うれしいです。」

土木業界で活躍する女性。
Case-1

土木業界で
自分らしく働く。
高校生のときに抱いた夢を叶え、活躍する松枝さん。
土木業界で働くことに対して、
感じていることを語っていただきました。

高校、大学と理系の道を進み、建設会社の土木領域へ就職。空港の滑走路をつくる設計を担当した後、第１子
を出産。産休・育休から復帰後は、ガスタンク、ドックや桟橋などの臨海構造物の設計を手がける。鉄道の高
架化工事の現場監督も経験。さらに震災で破損した海洋構造物の復旧に携わった後、第２子を出産。２回目
の産休・育休後、シールドトンネルの設計を担当する。

松枝 繭さん
鹿島建設株式会社　土木設計本部

MAYU MATSUEDA

ロールモデル編

「リケジョ」って、どんな女性？
　最近、理系の女性が「リケジョ」と呼
ばれ注目されています。
　理系に進む人の割合は、男性のほう
が多いのが現状。そんな理系分野に女
性が増えていくと、研究や製品開発に
これまでになかった視点が生まれます。
結果、社会を発展させるイノベーショ
ン（技術革新）が起こる可能性が高まる
のです。
　ところで、みなさんは「リケジョ」と
聞いて、どんなイメージを思い浮かべ
ますか？ フラスコに白衣の研究者？
ひと口に理系といっても、その仕事の

範囲はとても広いのです。大学などの
機関で働く研究者をはじめ、企業に就
職し商品開発に携わる人もいます。ま
た技術者も、ヘルメットに作業服で働
く人だけではありません。地域住民と
話をしながら都市計画を策定する人、
土木技術を向上させるための研究に携
わる人など、「リケジョ」が活躍する世
界は幅広いのです。
　女性が心配なく理系の進路を選択で
きるように、オープンキャンパスで実
験実習や女性研究者との交流機会を実
施している大学もあります。貴重な体

験や情報が得られるので、興味のある
人はぜひ参加してみてください。

▲工事現場では職人からの信頼も厚い工事現場では職人からの信頼も厚い

小

私

限

松

　生徒用ブックレットで取り上げたインタビュー
記事や各種データについて、掲載のねらい、背景
にある社会状況などを、補足データ等も織り交ぜ
ながら解説しています。

指導例として提示した単元において、どの
ように学習活動を展開していくかを示して
います。◉は「本時のねらい」「本時の展開」
の該当する活動です。

解 説

　生徒用ブックレットを用いた具体的な指導例を紹介します。「教科・単元」「ねらい」
「展開例」などで構成しています。ここで掲載しているのはあくまでも一例であり、
学校の特徴を考慮し、他の教科等や単元で取り上げることも可能です。
　なお、16ページでは、すべてのロールモデルを用いた指導例を紹介しています。

指導例

全体構想について



4

校卒業後、生徒たちはどんなライ

フイベントに直面するのか。これ

からの長い人生を俯瞰して眺められる

ように、「進学・就職」「働くこと」「結婚と

家庭」「仕事と子育て」のカテゴリー別に、

クイズと解答を示しています。データ編

では、ライフイベントにおいて乗り越え

るべき社会の課題をデータとともに提示

することで、生徒たちを取り巻く社会の

現状と課題について理解を深めることを

ねらいとしています。

　また、関連するロールモデルのページ

も記載しています。上記の課題を自分自

身にかかわりのあるものととらえ、課題

の解決策を検討する活動を通じて、より

主体的な進路・職業選択ができるように

なることを目指しています。

◉掲載データについて

　左のグラフでは、大学（学部）の専攻分

野において、工学分野に入学する女性が

増加傾向にあることを示しています。ま

た右のグラフでは、男性の看護師が増加

傾向にあることを示しています。二つの

データを通じて、進学や就職における男

・工学分野の女性入学者数（学部）
・男性看護師数の年次推移

女の偏りが徐々に解消傾向にあることを

紹介します。将来を考える際に、固定的

な性別役割分担意識にとらわれる必要は

なく、自分が本当にやりたい方向に進路

選択することが重要であることを伝えま

す。

進学•就職

　長時間労働をする人は減少傾向にある

ものの、いまだに高い割合です。ここで

は特に、男性の長時間労働者が多く存在

することが、夫婦における家事・育児の

分担にも影響をおよぼしていることへの

・週労働時間60時間以上の就業者の割合
（男性・年齢別）

理解を目的としています。また、「ワーク・

ライフ・バランス」の概念を提示し、人生

を充実させるためには、仕事以外の時間

の確保も重要であるという考え方を伝え

ます。

働くこと

　左のグラフでは、夫婦における家事関

連時間を比較し、夫の家事関連時間が極

端に短い日本の現状を伝えます。さらに、

右のグラフでは夫の家事・育児関連時間

を国際比較し、欧米では男性の家事・育

・6歳未満児のいる夫・妻の家事関連時間
（１日あたり）
・6歳未満児のいる夫の家事・育児関連時
間（1日あたり）の国際比較

児への参画が進んでいる現状について紹

介します。欧米では、男性の家事・育児へ

の参画が進むことにより、女性の社会参

画が進み、管理職の女性の割合も高い傾

向にあることを伝えます。

結婚と家庭

　グラフから、第1子出産後に退職した

女性の割合がわかります。ここでは、半

数以上の女性が出産を機に仕事を辞めて

いるというデータから、仕事と子育ての

両立実現における課題を認識することを

・子供の出生年別第1子出産前後の妻の
就業経歴

目的としています。また、「仕事と子育て

の両立のための制度例」を紹介し、制度

を上手に利用することが、課題の一つの

解決策であることを伝えます。

仕事と子育て

高
解 説

クイズ編・データ編
 について

3ページ 〜 5ページ生徒用ブックレット
4 5

進路をより深く考えるために。ライフイベ　ントを取り巻く現状を見てみましょう。
データ編

　夫の家事時間は1日平均1時間7分で、そのうち育児時間は平均39分。妻の家事時間は平均7時
間41分で、そのうち育児時間は平均3時間22分。国際的に見ても、日本の家庭では家事・育児の負
担が極端に女性に偏っています。

【答え】 ウ （約1時間）結婚と家庭

　働く女性の6割が第1子出産を機に退職しています。「子育てに専念したい」という自らの意思
で辞める人だけでなく、仕事と子育ての両立が難しく、「辞めざるを得ない」と考える女性も多い
のが現状。仕事と子育ての両立を支援する制度を上手に利用していくことが必要です。

【答え】 ア （6割）仕事と子育て

イフイベントクイズに答えるとき、どんな情報を参考にしましたか？ 身の周りにいる人や著名人など、誰
かの生き方や考え方でしょうか？ 大切なのは、自分の思い込みだけにとらわれないこと。将来のことを考

えるために、社会の現状をデータで見ていきましょう。

進路選択・職業選択が多様化し、幅広い分野で活躍する人が増えています。将来どんな職業に就きたいのか、どんな分
野で働きたいのか。多くの選択肢の中から考えてみましょう。

☞ 多様な進路・職業を選択し、活躍している人がいます。 詳しくは P6〜7、 P8〜9へ。

私たちには、心身の健康とともに家族・友人と過ごす時間、自己啓発や地域活動への参加のための時間などが必要です。
子育てや介護など、社会に出てから起きる変化に応じて、多様で柔軟な働き方ができることが求められています。

☞ 工夫をこらし、仕事と生活のバランスをとって生きる人がいます。 詳しくは P10〜11、 P12〜13へ。

家庭生活を充実させるためには、夫婦が協力して家事や育児を行うことが大切です。夫婦間でどのような役割分担を
するのが望ましいでしょうか。また、それを実現するために、自分自身は将来どのような働き方をするべきでしょうか。
あなた自身の問題として考えてみましょう。

☞ 夫婦で協力して、充実した家庭生活を送る人がいます。 詳しくは P6〜7、 P10〜11、 P12〜13へ。

結婚や出産後も仕事を続けるか。みなさん一人ひとりが決断していくものです。その決断のときに、心から望む選択
ができるよう、今から考えておくことが重要です。

☞ 働き続ける選択をした女性もいれば、退職し主婦になった女性もいます。 詳しくは P6〜7、 P10〜11、 P14〜15へ。

【答え】（A）、（B）どちらも○進学•就職
　人文科学や薬学・看護学は女性が多く、理学・工学は男性が多いなど、大学（学部）における専攻
分野によって男女の偏りがあります。しかし最近は、工学分野の学部に入学する女性が増えてい
るだけでなく、看護師になる男性も年々増加しているなど、進路選択・職業選択が多様化しています。

【答え】 ア （約20％）働くこと
　週休２日を前提にすると、週60時間以上の労働は、1日あたり12時間以上という長時間労働。
一般的に30歳代は子育て期にあたりますが、家庭のことに時間が取れない人も多くいます。

□工学分野の女性入学者数（学部）

※文部科学省「学校基本調査」より作成

□男性看護師数の年次推移

※厚生労働省「衛生行政報告例（就業医療関係者）の概況」より作成

単位（人） 単位（人）

H25H24H23H22H21

10,401 10,452

11,000

11,624

12,350

9,000

0

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

（年度）

26,160
31,594

38,028

44,884

53,748

63,321

H14 H16 H18 H20 H22 H24
0

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

（年）

出典）内閣府「男女共同参画白書」
□6歳未満児のいる夫の家事・育児関連時間（1日あたり）の国際比較

※ Eurostat “How Europeans Spend Their Time Everyday Life of Women and Men ”（2004）. Bureau 
of Labor Statistics of the U.S.“American Time Use Survey”（2011）および総務省「社会生活基本調査」

（平成23年）より作成
※ 日本の数値は、「夫婦と子供の世帯」に限定した夫の「家事」「介護・看護」「育児」「買い物」の合計時間

□6歳未満児のいる夫・妻の家事関連時間（1日あたり）

※ 総務省統計局「社会生活基本調査」（平成23年）より作成
※「家事関連時間」は、「家事」「介護・看護」「育児」「買い物」の合計
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14.2
※総務省「労働力調査(基本集計)」より作成
※数値は、非農林業就業者(休業者を除く)総数に占める割合 
※平成23年の値は、岩手県、宮城県、福島県を除く全国の結果

□週労働時間60時間以上の就業者の割合（男性・年齢別）
出典）内閣府「男女共同参画白書」 無職
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の出産後就業状況
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□子供の出生年別第1子出産前後の妻の就業経歴
出典）内閣府「男女共同参画白書」

※国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査（夫婦調査）」より作成
※第1子が1歳以上15歳未満の子を持つ初婚どうし夫婦について集計
※出産前後の就業経歴
　就業継続（育児休業利用）―妊娠判明時 就業〜育児休業取得〜子供1歳時就業
　就業継続（育休なし）―妊娠判明時就業〜育児休業取得なし〜子供1歳時就業
　出産退職―妊娠判明時就業〜子供1歳時無職
　妊娠前から無職―妊娠判明時無職〜子供1歳時無職
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◉生活設計の立案を通して、将来の自己の生活について様々な角度から考えさせる。

家庭総合：ライフイベントクイズを活用して、生涯の生活設計を立てさせる

過 程 学習活動と内容 指導上の配慮事項（○）と評価（☆）

導 入
（5分） ①ライフイベントクイズに答える。

○生徒に挙手させて、その人数を板書する。どうしてその
ように考えたのか、その理由を男女それぞれの生徒に
答えさせる。

　（付箋紙などを使って考えをまとめさせても良い。）

展 開
（40分）

②答え合わせをする。
③現状を正確に理解する。
④自分が現在の社会状況を的確にとらえていたかどうか

について考える。
⑤各問について、どうしてそのような状況になっているのか、

理由を考える。

○資料を読ませて、近年の傾向や、諸外国との比較から
我が国の現状を理解させる。

○クイズの結果について、感想を発表させる。
○長時間労働、夫の家事時間、働く女性の第1子出産を

機とした退職について、グループごとに理由を考えさせ、
発表させる。自由に討論させてもよい。

まとめ
（5分） ⑥ワーク・ライフ・バランスの意味や、その意義を理解する。

○今後の生活設計の学習の導入とする。
☆自己の生活設計に大いにかかわるものとして現在の社

会状況を理解しようとする態度が身についているかを
評価する。

■ 全体構想
【生涯を見通した自己の生活設計】
◉生活設計とは何かについて概説する。（1時間）
◎生徒自身の希望するライフコース表を作成させ、理想とする著名人のライフコースをたどらせるなど、生活設計を具体的に
考えさせる。� （1時間）
◎各種データをもとに、固定的な性別役割分担意識にとらわれないことが、一人ひとりの生き方を大切にすることにつながる
ことへの理解を促す。（2時間）　
※「家庭総合」の学習の総まとめとして扱うことも考えられる。

■ 本時の展開 生徒全員に生徒用ブックレットを配布している場合を想定

■ 本時のねらい 性別にとらわれすぎた生き方をイメージしていないかということに気づかせるとともに、
進学・就職、結婚と家庭、仕事と子育てなどについて、日本の現状をデータを通して理解さ
せる。

■ 授業の発展
【データ編】で取り上げている各種データについて、生徒の理解度に応じて解説を加えたり、発展学習につなげたりする方法もある。
＜工学分野の女性入学者数（学部）グラフ＞
⇒将来の進路選択を見越し、教師が各専攻分野について解説したり、各分野の学びについて調べ学習を行ったりすることも考えられる。

＜週労働時間60時間以上の就業者の割合（男性・年齢別）グラフ＞
⇒「週60時間以上」「1日12時間以上」という労働時間が実感できない生徒もいるかもしれない。家族など周囲の人を参考にしながら、
　１日のタイムテーブルを作成し、長時間労働が日常生活に与えるインパクトについて視覚的に実感するという方法も考えられる。

指導例


